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第三者適合性評価制度の
構造

皆さん、おはようございます。理事長を務

めております飯塚です。JAB マネジメント

システムシンポジウムは今年で第６回を迎

えます。開会に当たりまして、ひと言ご挨拶

を申し上げます。昨年は2015年改訂に関

するテーマとして、システム運用後の課題

を取り上げました。今年はそれを踏まえ、組

織が有効活用するためにどのようなマネジ

メントシステムを構築すればよいかについ

て検討を続けてきました。このあと、山田主

査が認証制度の目指すべき姿について

基調講演を行い、３つのワーキンググループ

（以下、WG）が議論した内容を各WG主

査が発表しますので、それを皆さんと一緒

に検討したいと考えています（図表１）。

ここで改めて、第三者適合性評価制

度について確認しておきたいと思います。

認証制度とは何か

このように国際的に、システムなり、製

品なりが、ある基準以上であることを担保

する制度なのですが、では、この制度に

よって、何が起きるでしょうか（図表３）。

認証制度には、基準と評価がありま

す。基準があるということだけで、その分

野が重要であるという認識が広がります。

その分野に関する共通の認識が広がっ

ていきます。このことによって、社会全体

がレベルアップする可能性があります。し

かるべき分野で、しかるべき高さの基準が

存在していること、これは非常に重要なこ

とです。

Part 1 主催者挨拶

この制度の本当のお客様は、認証された

結果を使う人たちであり、第三者適合性

評価制度はその人たちのための社会制

度です。この絵（図表２）は、そのことを示

しています。

能力があるかどうか分からない誰かが

「いいよ」と言ってもダメでして、しかるべ

き所が「ここは大丈夫です」と言う公式の

証明制度です。その証明を行うのは認証

機関です。その認証機関が真っ当かどう

かは、日本国内においてはJABが評価さ

せていただきます。そのJABが真っ当かど

うかは、国際的に相互承認する制度があ

りまして、その制度の中で真っ当であるこ

とを担保しています。

   特集 第６回 JAB マネジメントシステムシンポジウム全講演録

  講演者 ： 公益財団法人 日本適合性認定協会 理事長 飯塚 悦功 氏

日本適合性認定協会理事長・飯塚悦功氏

図表１ 第６回 JAB マネジメントシステムシンポジウムの開催概要
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認証制度では、その基準をもとに評価

を行います。評価には２つの側面があり

ます。１つは能力証明です。評価能力の

ある者がきちんと評価し、その結果を公表

します。これによって、認証結果を使うお

客様は、自分で評価することなく、当該の

システムや製品がある基準を満たすレベ

ルにあることを納得します。自分で評価す

るよりも、的確にまた効率的に評価できま

す。評価のもう１つの側面は、認証を取ろ

うと思って組織が努力する、そのプロセス

において、認証対象となるマネジメントシ

ステムの構築･運用能力が向上するとい

うことです。これによって、認証組織から

提供される製品･サービスの品質が良くな

り、社会に対する環境配慮のレベルが向

上してくる可能性があります。それは社会

全体のレベルアップにつながります。これ

がマネジメントシステム認証制度です。

QMS認証の意義

例えば、QMSに関して、さまざまな関係

者がどんなメリットを受ける可能性がある

のかを表にまとめてみました（図表４）。第

一列は能力証明（認証結果の利用）の

観点から、第二列は能力向上（認証の副

次効果）の観点から言えることを書いてい

ます。この表では、さまざまな利害関係者

図表２ 第三者適合性評価制度の構造

図表３ 認証制度とは何か

図表４ QMS認証の意義
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がこの制度をうまく活用することによって、

どんな価値が生まれるかを示しています。

もし業界団体で取り組めば、業界全体の

レベルが上がります。セクター規格のよう

に垂直で取り組めば、サプライチェーンの

上流から下流まで、全体がレベルアップす

ることが可能になります。あるいは、融資

や保険分野で、認証結果を料率の優遇

に活用するとか、行政が規制緩和の観

点からこの制度を活用するとか、制度活

用に関してはさまざまなメリットがあることを

ぜひ多くの方々に認識いただきたいと思

います。

買い手の立場と売り手の立場

ところで、日本がジャパン・アズ・ナンバー

ワンと煽てられ、「品質立国日本」「もの

づくり大国日本」と言われていた1980

年代、日本にはマネジメントシステムの認

証制度はありませんでした。そこに、ISO 

9000シリーズ規格が入ってきて、「こういう

考え方もあるのか」と私どもも学んだわけ

です。この規格の一番大きなインパクトは

何かというと、「品質保証」という言葉の

意味だと思います。それまで日本が使って

いた「品質保証」という言葉の意味は、お

客様に安心して使っていただける製品を

提供するためのすべての活動であり、そ

れは品質管理の目的、神髄でした。ところ

がISOで言う「品質保証」というのは、そ

れよりも意味が狭くなり、お互いに合意し

た要求事項に適合した製品･サービスを

提供できる能力があるということを証拠で

示して信頼感を与えることです。ある種の

公式証明なのです。

当初日本は、認証制度の意味がよく分

かっていませんでした。ISO 9001の認証

制度というのは、買い手のため、購入企

業のための制度です。買う側が、認証さ

れたところをきちんと使うための制度だっ

たのです。一方、日本は、売り手の立場、

供給者の立場で、この認証制度を使っ

て、もっときちんとした会社にしたいと思っ

たわけです。買い手の立場なのか、売り

手の立場なのか、この関係をきちんと分

かっていないと、この制度の本当のところ

は分からない可能性があります。

社会に有用な適合性評価の
条件

さて、この制度がきちんと動くには、どう

なっていなければならないかについて考

えてみたいと思います。４つの条件を挙げ

てみました（図表５）。

１つめは、基準がちゃんとしていること。

この制度が、社会ニーズに応えるものであ

るのかどうかです。買い手の立場からみ

て、これくらいならば良いと判断している、

あるスレッシュホールド（閾値）があるわけ

です。これに合っているかどうかというの

が非常に重要なことです。２つめは、基準

適合に対する行動が適切であること。組

織が認証を取ろうと思って、二重帳簿に

するとか、認証はあいつに任せておこうと

か、そうではなくて、きちんと取り組んでい

ただきたい。３つめは、適合性の評価をき

ちんとして欲しいこと。つまり認証審査を

きちんとして欲しいということです。４つめ

は、認証の結果を正しく、うまく使っていた

だきたいこと。これによって、効率を上げた

いと思っています。

JABとしてはどうするのかというと、この

制度が真っ当に運用されるようにファシリ

テート（促進・支援・誘導）していきたいと考

えています。認証結果が有効活用される

ように、今後とも啓発活動を続けていく所

存です。そのためには、私たち自身も能力

を上げていかなければなりません。

さて、本日は「2015年版の有効活用と

構築のポイント」をテーマに、皆さんと一緒

に議論をしていきたいと思っています。今

日１日、楽しみつつ、自分なりの考えをまと

めていただけると嬉しいです。どうもありが

とうございました。▼

図表５ 社会に有用な適合性評価の条件


